
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「静か」で「活気に溢れた」学校  

― アジサイの芽吹きに想う ― 

校  長 

 冬の間にすっかり枯れてしまったと思わせていた紫陽花（アジサ

イ）の枝から、青々とした葉がぐんぐん伸びています。よく見ると、

蕾がキュッと身を寄せ合い、「今か」と出番を待っているように見

えます。 

 新年度がスタートして、約 1ヶ月が過ぎます。この間の本校の様

子を表現するとすれば、「静か」で「エネルギーに満ちた」学校で

す。 

まず、厳粛な雰囲気の中挙行された「入学式」「始業式」です。

ほとんど事前準備・練習のない状況にあっても、生徒たちは静かに

集まり、整然と会場を整え、開式まで無言で待っていました。一方、呼名に対する返事や代

表生徒の言葉など、必要な場面では大きくはっきりとした声が聞かれました。その後、各学

年で一年間の心構えや決意などを確認し合う「学年集会」が行われましたが、同様でした。

生徒達は、式や集会の目的などを理解して行動していたのでしょう。 

新年度初めての「身体測定」。生徒だけでの移動でしたが、移動時も待機時も、もちろん測

定時も、私語が聞こえることもなく、まるで誰もいないかのようでした。きっと、静粛にて

いることのメリットなどを理解していたのでしょう。 

 ４月１９日、８時１６分頃、茨城県で震度５弱を観測する地震が発生しました。校舎もか

なり揺れ、職員室では先生方のスマートフォンから「警報音」が鳴り響きました。朝の打ち

合わせ直後で教室には生徒だけの状況でしたが、生徒の悲鳴や声はもちろん、机や椅子を動

かす音も聞こえてきません。その後、先生方から「教室に駆けつけた時には既に全員が机の

下に入る『身を守る行動』をとっていた」との報告を受けました。これまでの訓練や日頃の

心構えがそうさせたのでしょう。 

 授業中や休み時間、部活動などでは、発言・発表、友達や先生方との対話、時には明るい

笑い声などが快い声量で聞こえてきます。また、体育の基本行動（集団行動）などで見られ

るキビキビとした動きなどに、生徒達が持っているエネルギーを感じ取ることができます。 

 「何のために行うのか、なぜそれが必要なのか」を問い、考え、適切に判断して実行する。

これを繰り返すことで「品格」は身に付きます。この 1ヶ月の本校生徒の様子から、「品格あ

る学校」づくりは必ず実現できると確信しています。 

 紫陽花の花言葉の一つに「和気あいあい」があります。言葉を大切にし、温かな雰囲気の

中で仲間づくりを進めながら、紫陽花のように一人ひとり色とりどりの成長が促されるよう

取り組んでまいります。今後とも皆様の御支援をお願いいたします。 

【学校教育目標】 夢に向かって 自ら学ぶ 豊かで たくましい生徒 

 

  

 

 

                              TEL 048-768-5454 

心のホット相談室 TEL 048-764-1110 

http://kuronishichu.style.coocan.jp/        
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 第 ２ 号  

令和４年５月２日 

 生徒数 

１年   ９１名 ３学級 

２年   ９８名 ３学級 

３年  １０７名 ３学級 

４組     ２名 １学級 

５組    １名 １学級 

合計  ２９９名  11学級  

http://kuronishichu.style.coocan.jp/

